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●
給
与
等
集
中
処
理
特
別
会

計　
水
道
事
業
会
計
を
除
く
各

会
計
の
特
別
職
、
一
般
職
の

人
件
費
を
一
括
で
処
理
し
て

い
る
も
の
。

○
歳
入
総
額
・
歳
出
総
額
共

に
　
　
13
億
９
９
０
５
万
円

　
前
年
度
比
２
３
４
０
万
円

減
。　
　
　
　 

認
定
（
全
員
）

●
水
道
事
業
特
別
会
計

　
令
和
４
年
年
度
の
年
間
配

水
量
は
１
５
５
万
１
４
１
０

立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
対
前
年

度
比
１
・
９
％
の
減
。
年
間

給
水
量
は
１
２
３
万
６
２
６

９
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
対
前

年
度
比
１
・
２
％
の
減
。

　
主
な
建
設
改
良
工
事
は
、

入
野
地
区
配
水
管
布
設
工
事
、

錦
野
地
区
配
水
管
布
設
替
工

事
及
び
、
有
井
川
地
区
配
水

管
布
設
替
工
事
を
施
工
。
ま

た
、
鞭
と
熊
野
浦
の
取
水
ポ

ン
プ
の
取
り
替
え
と
上
川
口

浄
水
場
へ
の
排
泥
管
の
設
置

工
事
も
行
っ
て
い
る
。

○
事
業
収
益

　
　
　
２
億
４
８
７
１
万
円

　
前
年
度
比
１
・
４
％
の
減
。

○
事
業
費
用

　
　
　
２
億
３
６
３
１
万
円

　
前
年
度
比
５
・
８
％
増
。

　
増
加
の
主
な
要
因

は
、
原
水
及
び
浄
水

費
の
動
力
費
、
電
気

料
の
増
加
、
総
係
費

の
委
託
料
の
増
加
。

　
当
年
度
は
、
昨
年

度
比
で
事
業
収
益
は

減
少
。
一
方
、
事
業

費
用
は
増
加
と
な
っ

た
が
、
損
益
で
は
１

２
４
０
万
円
の
純
利

益
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額
　
７
７
２
万
円

○
歳
出
総
額
　
７
７
０
万
円

　
差
引
残
額
は
２
万
円
弱
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額
　
　

　
　
　
　
　
６
９
２
３
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
６
８
７
５
万
円

　
差
引
残
額
は
47
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

　
　
　
　
水
野 

佐
知 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
私
は
３
つ

　
　
　
　
　
　
の
観
点
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
こ
の
陳
情
書

　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
賛

成
す
る
。

　
１
つ
目
は
、
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
国
民
の
命
と
暮
ら
し
が
脅

か
さ
れ
る
と
考
え
る
。

　
２
つ
目
は
、
今
年
２
月
10

日
の
国
会
で
財
務
省
が
消
費

税
は
預
か
り
金
で
は
な
い
と

の
説
明
を
し
て
い
る
。

　
３
つ
目
は
、
こ
の
制
度
に

よ
っ
て
、
免
税
事
業
者
だ
け

で
な
く
、
国
民
皆
に
影
響
を

与
え
る
と
共
に
、
益
税
と
い

う
考
え
方
が
間
違
っ
て
い
る

と
考
え
る
か
ら
だ
。

　
ま
た
、
こ
の
法
案
が
通
っ

た
の
は
、
コ
ロ
ナ
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
以
前
の
こ
と
。

　
物
価
が
上
が
り
、
ガ
ソ
リ

ン
代
や
電
気
代
が
上
が
る
中

で
、
少
な
く
と
も
今
は
無
理

だ
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　
　
　
　
山
本 

久
夫 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
我
々
国
民

　
　
　
　
　
　
は
、
消
費
税

　
　
　
　
　
　
を
納
め
る
義

　
　
　
　
　
　
務
が
あ
る
。

　
店
で
買
い
物
を
す
れ
ば
消

費
税
を
払
っ
て
お
り
、
買
い

物
を
し
た
店
に
預
け
た
形
に

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
私
た
ち
が
預
け
た
お

金
を
、
事
業
者
が
法
律
に
基

づ
い
て
納
税
し
て
も
ら
う
と

の
ル
ー
ル
が
、
こ
の
制
度
だ
。

　
こ
の
制
度
が
大
変
複
雑
だ

と
い
う
方
も
い
る
が
、
税
控

除
を
受
け
る
上
で
、
両
方
が

控
除
を
で
き
る
条
件
が
分
か

る
適
格
請
求
書
を
発
行
す
る

も
の
で
、
消
費
者
を
守
る
と

い
う
制
度
だ
と
考
え
、
反
対

す
る
。

　
　
　
　
宮
地 

葉
子 

議
員

　
　
　
　
　
　
　
地
方
の
経

　
　
　
　
　
　
済
は
、
小
規

　
　
　
　
　
　
模
業
者
や
家

　
　
　
　
　
　
族
経
営
も
農

林
漁
業
者
事
業
主
な
ど
の
免

税
事
業
者
も
多
い
中
で
、
お

互
い
が
助
け
合
っ
て
何
と
か

地
域
経
済
を
回
し
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
中
身

が
非
常
に
複
雑
で
分
か
り
に

く
い
こ
の
制
度
の
実
施
は
、

地
方
経
済
に
は
欠
か
せ
な
い

小
規
模
業
者
に
大
き
な
影
響

が
あ
る
と
考
え
、
賛
成
す
る
。

　
な
お
、
全
国
で
も
高
知
県

で
も
反
対
の
声
や
中
止
・
延

期
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
全
国
で
も
署
名
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

陳
情
の
審
議

ＩＷＫのシンボルマーク
（IT’S  A  WONDERFUL

 KUROSHIO TOWNの頭文字）

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
15
億
６
８
８
５
万
円

　
不
納
欠
損
額
は
68
万
円
、

収
入
未
済
額
９
０
２
万
円
。

・
国
民
健
康
保
険
税
収
入

　
　
　
２
億
５
９
２
７
万
円

　
前
年
度
比
１
８
５
２
万
円

減
。
収
入
未
済
額
は
９
６
９

万
円
で
、
前
年
度
比
26
万
円

減
。

・
県
支
出
金

　
　
　
11
億
１
１
２
４
万
円

　
前
年
度
比
１
億
２
８
９
５

万
円
減
。

・
繰
入
金
　

　
　
　
１
億
６
８
６
２
万
円

　
前
年
度
比
２
６
１
万
円
減
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
15
億
３
０
３
０
万
円

　
前
年
度
比
１
億
４
６
０
７

万
円
減
。
な
お
、
歳
入
と
歳

出
の
差
引
残
額
は
３
８
５
４

万
円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
10
億
６
７
４
４
万
円

　
前
年
度
比
１
億
３
１
３
０

万
円
減
。

・
積
立
金
　
２
６
９
８
万
円

　
同
事
業
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
み
立
て
で
、
昨
年
度
比

２
４
７
６
万
円
増
。

　
　 

　
　 

　
認
定
（
全
員
）

●
国
民
健
康
保
険
直
診
特
別

会
計

○
歳
入
総
額 

　
　
　
　
　
４
２
２
３
万
円

・
診
療
収
入    

９
２
０
万
円

　
前
年
度
比
１
９
４
万
円
減
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
２
７
０
０
万
円

　
前
年
度
比
８
０
０
万
円
増
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
　
　
４
１
９
０
万
円

　
前
年
度
比
４
０
８
万
円
増
。

差
引
残
額
は
33
万
円
。
　
　 

　
　
　
　 

　 

認
定
（
全
員
）

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
16
億
８
２
８
６
万
円

・
保
険
料  

　
　
　
２
億
６
４
２
５
万
円

　
収
入
未
済
額
２
０
２
万
円
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
２
億
６
６
０
９
万
円

○
歳
出
総
額

　
　
　
16
億
４
１
１
７
万
円

　
差
引
残
額
は
４
１
６
８
万

円
。

・
保
険
給
付
費

　
　
　
15
億
１
７
１
１
万
円

　
前
年
度
比
２
７
３
７
万
円

減
。
　
　
　   

認
定
（
全
員
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
１
６
０
３
万
円

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
６
０
３
万
円

　
差
引
残
額
は
５
７
２
円
。

収
入
未
済
額
は
な
し
。

　
本
会
計
は
、
介
護
保
険
の

予
防
給
付
の
対
象
と
な
る
要

支
援
者
の
介
護
予
防
計
画
を

作
成
し
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
運
営
し
て
い
る
も
の

で
、
収
入
未
済
額
は
な
し
。

　
　
　
　
　   

認
定
（
全
員
）

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
事

業
特
別
会
計

　
本
事
業
は
、
平
成
20
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
75
歳
以
上
の

方
々
の
医
療
保
険
を
運
営
す

る
も
の
。

○
歳
入
総
額

　
　
　
２
億
２
５
５
５
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
１
億
３
８
４
９
万
円

　
還
付
未
済
額
を
除
い
た
保

険
料
収
入
未
済
額
は
24
万
円

で
、
前
年
度
比
３
万
円
増
。

・
一
般
会
計
繰
入
金

　
　
　
　
　
７
８
６
６
万
円

　
前
年
度
比
４
８
０
万
円
増
。

事
務
費
に
係
る
費
用
や
、
保

険
料
軽
減
措
置
を
行
な
っ
た

保
険
料
に
つ
い
て
一
般
会
計

か
ら
繰
入
れ
る
も
の
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
２
億
１
８
６
８
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金  

　
　
　
　
２
億
７
４
１
万
円

　
前
年
度
比
９
０
６
万
円
増
。

差
引
残
額
は
６
８
７
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事

業
特
別
会
計

　
本
事
業
は
、
貸
付
事
業
が

終
了
し
て
お
り
、
現
在
は
貸

付
金
の
回
収
の
み
。

○
歳
入
総
額
　

　
　
　
　
　
１
５
３
５
万
円

　
収
入
未
済
額
は
６
１
８
１

万
円
で
、
前
年
度
比
９
４
７

万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
１
９
６
万
円

　
差
引
残
額
、
翌
年
度
繰
越

額
共
に
１
３
３
８
万
円
。

　
　
　
　
　  

認
定
（
全
員
）

●
宮
川
奨
学
資
金
特
別
会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
　
　
２
０
８
６
万
円

・
返
還
金   

１
５
４
２
万
円

　
収
入
未
済
額
は
６
６
５
万

円
、
前
年
度
比
60
万
円
減
。

○
歳
出
総
額
　
　

　
　
　
　
　
１
７
１
７
万
円

　
不
用
額
は
36
万
円
。

・
奨
学
資
金
貸
付
金

　
　
　
　
　
１
０
４
７
万
円

・
基
金
へ
積
み
立
て

　
　
　
　
　
　
６
６
３
万
円

　
ま
た
、
差
引
残
額
、
翌
年

度
繰
越
額
共
に
３
６
９
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

●
情
報
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別

会
計

○
歳
入
総
額

　
　
　
２
億
７
５
０
３
万
円

・
使
用
料
及
び
加
入
料
等

　
　
　
１
億
３
０
４
３
万
円

　
昨
年
度
よ
り
６
５
８
万
円

増
。
収
入
未
済
額
は
56
万
円

で
前
年
度
比
12
万
円
増
。

・
繰
入
金 

　
　
　
１
億
３
７
８
１
万
円

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
。

○
歳
出
総
額

　
　
　
２
億
７
４
８
８
万
円

　
差
引
残
額
は
14
万
円
。

　
　
　
　
　
　
認
定
（
全
員
）

令
和
４
年
度 

特
別
会
計
決
算
の
認
定

乳児検診の一コマ

　
陳
情
第
１
号
、
国
に
対
し
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ

い
て
、
及
び
陳
情
第
２
号
、
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
）
の
延
期
・
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
採
択

の
お
願
い
に
つ
い
て
の
２
件
が
、
付
託
し
た
産
業
建
設
厚
生

常
任
委
員
会
に
て
不
採
択
と
な
っ
た
た
め
、
本
会
議
で
審
議

を
し
た
も
の
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
採
択
（
多
数
）

討
論

賛
成 

賛
成 

反
対

上川口の水源池。左側が機械室、右側の白い建物が
令和４年度に排泥管の設置と、ポンプ配管の取り回
しを行った水源井戸とポンプ室（上川口取水設備）

熊
野
浦
地
区
の
配
水
施
設
。
こ

の
施
設
そ
ば
の
取
水
ポ
ン
プ
の

取
り
替
え
を
実
施
　


